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１ スクールプランに関して

両校で行われてきた教育がさらに発展するように、以下のように取り組む。

(１)両校の学校教育目標及び取り組み等を検証 → 織田小新スクールプランを作成

(２)ポジティブ教育の推進

①ソーシャルスキルトレーニング(社会性を育て、いじめ等を予防する。)

②ピア・サポート活動(仲間同士の認め合い、支え合いを促す。)

③レジリエンス教育(逆境に負けない心を育てる。)

・赤文字で示した内容については、小学生という発達段階において学校再編を体験する児童にとって、特

に重要なものとなる。萩野小では、ポジティブ教育に特に力を入れて取り組んできている。この流れを

引き継ぎ、織田小新スクールプランの具体的取り組みの一つとしてポジティブ教育を組み入れる。

２ 学習指導に関して

両校区の豊かな自然や文化、歴史、産業等が学習で活かされるように、以下のように取り組む。

(１)生活科・総合的な学習・社会科

・ふるさと学習の中で、両校区の特徴ある事項について、紹介し合うステップを設ける。

例 【萩野小校区】 ・悠久ロマンの杜 ・希少生物(ゲンゴロウ・コウホネ等)

【織田小校区】 ・劔神社 ・織田信長像

・３、４年生の社会科では、織田地区や越前町のことを詳しく学習する。この際に、両校区の様子を必ず

取り上げる。

(２)特別活動「クラブ活動」※年間１０回程度実施 ※対象４～６年生希望者

・萩野小校区の方から、萩野小で育んできた太鼓文化を継承して欲しいとの強い要望がある。この要望に

応え、「ふるさと太鼓クラブ」を創設する。

・地元の太鼓講師の吉田氏に指導を受ける日を設定する。

・太鼓を音楽室の後方に常設し、午前中の大休みと昼休みに自由に演奏や教え合いをできるようにする。

３ 生徒指導に関して

学校再編に伴い、環境の変化に戸惑ったり、友達関係で悩んだりする児童が出ることが心配される。

再編をきっかけとする不登校やいじめ等が発生しないように、以下のように取り組む。

(１)互いを思いやり高め合える人間関係づくり

(２)問題の早期発見と早期対応

・毎週金曜日に、気がかりな児童について全職員で情報を共有し、対応について協議する。

・Ｒ８年度から町内全校で導入される「スクールライフノート」というアプリを活用し、毎朝「心のお

天気調べ」をする。また、教育相談をこのアプリからも申し込めるようにする。この結果を、担任や養
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護教諭、教育相談担当、生徒指導主事、管理職で共有し、児童の悩みや問題等に迅速に対応する。必要

に応じて、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等と連携して対応する。

４ その他

(１)登下校見守りボランティアの創設

・萩野地区の児童は全員がバス通学となる。このことに不安をもつ児童や保護者がいることに配慮し、登

下校見守りボランティアを創設する。これにより、現織田小校区の登下校見守り体制も強化する。

・３月上旬に、両校区の全戸に登下校見守りボランティア募集の案内を配布する。

※現在、織田小では、全保護者に交通指導用黄色旗を配布し、都合のつく時に指導していただいている。

また、各地区の民生児童委員の方にも、都合のつく時に指導していただいている。

(２)ボランティア先生の追加募集

・両校共にお世話になっているボランティア先生を、追加募集する。

・両校区の地域の方と交流するよい機会となる。

「１年生 朝の準備補助」 「野菜栽培の補助」 「版画印刷の補助」

(３)児童や学校の様子の情報発信

・児童の学校生活の様子を保護者へ広報し、安心していただけるようにする。

・担任は、学級の様子を「ホーム＆スクール」にて適宜発信する。

・校長は、児童や学校の様子、給食等について、「ホーム＆スクール」にて発信する。
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